
　だんだんと暖かくなり、花も咲き始め春の訪れを感じる季節になりました。
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さて、3月といえば卒業シーズンですね。先日、駅で大学生らしき女の子がはかまを着て歩いているのを見かけまし
た。きっと卒業式に向かっていたのだと思います。その姿を見て、自身の学生時代を思い出しました。
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時間が経つにつれ、授業によっては対面で実施されるようになりましたが、結局登校でき
たのは数えるほどでした。そして迎えた卒業の日。学生生活最後の１年間を十分におう歌
することができず、少し惜しい気持ちを残しながらも、無事に卒業できたことに感謝しながら
通い慣れた学びやを後にしました。

今思い返せば、自分の時間を使ってスキルアップのための勉強をしたり、オンラインツー
ルに詳しくなったりなど従来の学生生活ではなかったからこそ経験できたこと、学べたこと
があり、それが現在に生かされていると実感しています。そう考えるとコロナ禍での学生生
活も悪いことばかりではなかったかもしれません。

私の大学生活を振り返ってみると、特に4回生のときが印象深く残っています。なぜなら私
の大学生活の最後の1年間は、コロナとともに過ごした1年間でもあるからです。4月、予定よ
り遅れて新学期が始まりましたが、授業は全てオンライン授業でした。登校できないので友達
や先生とも会えず、使ったことがないZoomなどのツールに初めは戸惑ったのを覚えていま
す。いつもは学校の自習スペースで課題をしていたので、ずっと家にいると集中力を保つの
に苦労しました。しかし、オンライン授業ならではの良さも慣れてくるにつれて感じました。例
えば、授業データが配布されるので、不明な点があれば何度も見返せたこと、登下校の時間
が無くなり、その分自分の時間ができたことです。

コロナ禍で問われる社会政策と自治体
「住まい」の支援を中心に


